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お買い上げいただきまして誠にありがとうございます。

お買い上（f＼，、ただきました製品は，厳重な品質管理のもとに生産さ

れておりますが，万 A運搬中の事故などにともない，ご不審な個所，

または破損などのトラブルがありましたら．お早めにお買い上げい

ただきました販売店または保証書に記載されているサービス窓口に

お申しつけてくださいますようお願い申し上げます。

ただい真空管は別保証となっておりますので，真空管のダンボー

ル箱内に挿入されている，真空管保証書を参照してくださし、。

“お願い”

梱包材（ダンボール箱）について

本機を移動して運用するときやアフターサービスのご依頼時に，本機を

梱包しているこのダンボール箱（内外装）を使用しますと，大切な機器を

保護するのに便利です。ダンボール箱は，是非保管されておくようお願い

申し上げます。
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． 特 長
I.高性能送信専用管採用HFオールバンド558,CW, RTTY用

リニアアンプ

当社独自のハイパワー技術により，高性能送信専用管Eimac

3-5002, 2本を使用した1.9～28MHz帯オールバンド・カバーのS

SB, CW, RTTY用AB2級G-Gリニアアンプです。

2.抜群の信頼性

送信専用管の特長を活かし，独自の回路設計技術と構造設計技術

の組み合せにより，長時聞の連続使用にも安心して使える高出力．

高安定のリニアアンプです。

3.優れた相互変調歪（IMO）特性

奇数次IMOの低減を目指し，歪特性の良い3-5002の採用と負

帰還効果を活用した回路構成により，優れたIMO特性を得ていま

す。

4. スイッチオン即時動作

直熱管の利点を生かし，スイッチオン後すばやく送信動作に移

れるよう各部動作に配慮を払っています。

5.万全の安全対策

高圧の感電防止には，万全を期し，高圧の一次回路遮断と高圧

二次回路直接接地等，インターロッキング・セーフティ・スイッ

チによる，二重感電防止機構を内蔵させております。また高圧コ

ンデンサーのディスチャージ用抵抗，高圧部分の危険表示等万ー

の感電事故を未然に防止するよう配慮しています。

6.新開発のファンモーター遅延停止回路の採用

送信終了と同時に電源スイッチをオフとした場合でも，球の余

熱によるセット内部の温度上昇と球の寿命低下を防止するため，

サーマル遅延リレーを使用した，新開発のファンモーター遅延停

止回路を備えています。

7.効果的なリニア運用を可能にするためのモード・スイッチ

パネル面のモード・スイッチにより， リニアリティーを重視し，

歪の発生を極力おさえたSSBモードと，無信号時のアイドリング

電流を減らし，電力消費と熱の発生を押えたcwモードとを目的

に応じて，素早く切り換えて運用することができます。

8. リニアアンプ・コントロール・スイッチ装備

エキサイターのスタンパイ・コントロールにかかわらず，スト

レート・スルー動作が簡単にできるように， リニアアンプ・コン

トロール・スイ yチ（リニア・スイッチ）を持っています。

9.スレッショルドレベル可変型ALC検出器付き

各種エキサイターの出力レベルのバラツキを補正し，終段のオ

ーバー・ドライブを効果的に押え，歪の少ない良質の電波を発射

できるように， ALCのスレッショルド・レベルが可変できるA

LC回路を内蔵しています。

10.見やすい2メータ一方式の採用

リニアアンプの調整，監視時にプレート電流IPの状態を常に監

視しながら，同時にグリッド電流IG，相対出力RF，高圧HVを切

り替えて読み取ることができますので，動作の確認がきわめて容

易となります。

11. ダイキャスト・フレーム採用の堅牢な構造

両サイドパネルにダイキャスト・フレーム方式を採用し，全重

量を効果的に受け止め，輸送上の振動落下に対しでも，ぴくとも

しない堅牢な構造になっています。またこのダイキャスト・フレ

ームに取り付けたサイド取手は，従来のリニアアンプにない構

造で， リニアアンプの持ち運びの不便さを解消するものです。

12.減速機構付きプレートツマミと優れた操作性

プレートツ7 ミの減速機構は，ハイ・バンドにおける同調操作

を飛躍的にやり易くすると同時に，誤って手が触れた場合の同調

ずれを効果的に防止します。この他，人間工学的に設計されたツ

マミ形状とパネル面配置は，本格的高級リニアアンプにふきわし

し優れた操作性を発揮します。

13. リニアアンプとしての風格を持ったデザイン

リニアアンプとしてのメカニックさと，落ち着きの中に力強き

を秘めたデザインは．当社のHF SS BトランシーパーTS-830

TS 530, TS-820, TS 520シリーズなどと完全に？ッチすると

同時に， r凡用の高級リニアアンプとしても使用することができます。

14.電源電圧IOOV, 200V切り替え可能

通常の100Vライン使用はもち論のこと，電力効率の良くなる

200Vラインへの切り替えも，電源電圧切替端子板の端子の付け替

えにより，容易にできます。 また電源コードには， 200V時の接

地も考慮、した，特製3芯ケープルを採用しています。
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2. ご使用になる前に
2. 1 付属品

TL-922のダンポール箱内には，本体以外に次の付属品が収納き

れていますのでお確かめくだきい。

取扱説明書…...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・...........・ H ・－－…...・ H ・..1 

保証書...・ H ・......・ H ・－－…....・ H ・－・…・ H ・H ・...・ H ・....・ H ・.1 

同軸ケープル（l.SmM型接栓付き）・・…・ H ・H ・－－…………・・ 1

コントロールケーブル（TS-820, 520用）・・・・一一－－－－－一......1 

コントロールケーブル（TS-940,930, 440, 430, 830, 530, 

TS 680. 140, 130, 120, 180用）・・・ 1 

ヒューズ（ISA)・・・・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－…・ H ・H ・－－………… 2

補助脚...・ H ・...・ H ・H ・......・ H ・...・ H ・－－…...・ H ・－…...・ H ・・2

ネジ（ 4×12）…...・ H ・－－……・ H ・H ・－－…...・ H ・－－……2

プレートキャッフヘ・…・・・・・・・・・・・・・・・…一－－－－－－－－－－－－－－－…・・・…・2

ノマラ止めコイル（右巻き）……...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－… 1

ノマラ止めコイル（左巻き）…...・ H ・－－………...・ H ・－……… 1

ネ ジ（ 3×6mm）……・ H ・H ・－－…....・ H ・－－…………..4 

平ワッシャー…...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－…………・ H ・H ・－－…4

スプリングワッシャー・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一・・・・・・・・・・・・…・・・・・4

真空管ダンボール・ H ・H ・－－……...・ H ・－－……...・ H ・H ・H ・－－……2

3-SOOZ ・・・・ H ・－－………...・ H ・－－－－……・ H ・H ・H ・H ・－－－各 1

真空管保証書...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・H ・H ・－－…...・ H ・－各1

2. 2 真空管の挿入

TL-922は，輸送時の振動，衝撃による真空管の破損を防止する

ために．真空管は本体と別に梱包しであります。セソトを動作させ

る場合には．必ず次の要領により．真空管をセソト内部のソケソト

に挿入してください。
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真空管の挿入には，次の部品と工具が必要です。

部品 真空管（3-SOOZ）・ H ・H ・.....・ H ・・・・・・・ H ・－…・・・・・・・・・・・ 2本

プレートキャップ・・ H ・H ・－・………………...・ H ・－－…・・2個

パラ止めコイル（左右各1個）……・ H ・H ・－－………2個

ネジ 3×6・H ・H ・－－…・…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・・4本

平ワッシャー...・ H ・－…...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・..4枚

スプリングワッシャー…...・ H ・－・………...・ H ・－・……4個

工具 ＠ドライパー……....・ H ・......・ H ・...・H ・....・ H ・...・ H ・1本

小型θドライパー…....・ H ・.....・ H ・－…...・ H ・.....・ H ・..1本

作業を始める前に必ず次のことを確認してください。

I ……一…LことMETERスイッチをHVとし，その指示が“O”を指し

ていること。

確認が終りましたら，次の順番で作業を進めてください。

①＠ドライパーでケース上蓋（ 4皿ネジ 4本），真空管側の内部

シールドキ反（ 3 mmタソピングネジ，皿タッピンクネジ各4本）

（図 1参照）を取りはずす。

② 真空管を箱から取り出します。真空管を取扱う場合は，プレ

ートキャップ金属部を持たず，必ず外周のガラス部を持つよう

に。 （図2参照）してください。

③ ピンの位置をよく確かめ，無理な力を加えず，静かに挿入し

ます。

ごi主意

真空管をソケットに差し込む時には，セット内部の突起物等に当

て．ガラス面に傷をつけぬよう十分に注意してください。

上フタの先端を前面パ

ネル上側にはめ込む

f 仔 γ4mネι

高J工計~~，；·

図 1 上ブタの取り付け方法



④ プレートキャップへパラ止めコイルをL,Rの文字が上面とな

るように取り付けます。この場合， 4¢ネジとスプリングワ y シ

ャーで完全に締めつけず，コイルが動かせる程度に締めつけま

す。 （図3参照）

⑤パラ止めコイルのついたプレートキャップを真空管に差し込

みます。左右の区別に注意して下きい。このとき取付けのネジ

孔が一致しない場合は，パラ止コイルを手で曲げたり，伸した

りして加工し，無理なく取付けられるようにしてくだきし、。また

プレートキヤソプより上に出ないように取付けて下きし、。特に真

空管にカが加わらないように注意してください。

⑥ プレートキャップを手で支えながら，パラ止めコイルの両端

のネジを締めつけます。

⑦小型 θ ドライパーで，プレートキャップのネジを締めつけ，

真空管に固定します。

⑧取付けに間違いがないか，図3を参照し確認してください。

作業後のチェック

真空管の挿入または交換後は作業もれを防ぐため，必ず次のチェ

ックを実施してください。

真空管の外観不良の無いこと。 口

真空管の赤色ベース盤とソケットが密着していること。 口

プレートキャップのイモネジ（θネジ）が左右ともしっ

かりと締め付けられていること。 ロ
パラ止めコイル両端のネジ止めは確実であること。 ロ
ワッシャー， ドライパ一等の不要品をセット内に置き

忘れていないかどうか。 口

ふ
図2 真空管の持ち方

次に内部シールド板を取り付けます。この場合，内部シールド板

にはプレートの高圧接地用の板パネを押し付けるためのベーク棒の

プロテクションスタッド（高圧二次側）が取り付けられています。

したがって，ベーク棒が板パネを確実に押し付けるように，内部シ

ールド板を取り付けてください。

ケース上蓋は，先端を前面ノマネノレ上側の縁に 1mm程度差し込んだ

後，取り付けます。この場合もプロテクション用スタ y ド（高圧一

次f目IJ）が取り付げでありますので，図1のようにプロテクション用

スタ y ドが確実に7 イクロスイソチに当るよう取り付けてくださし、。

（図 1参照）

・取町付ける前に取町付け位置が合うようコイルを手等で寸法調整

する、真空管には無用な力が加わらないようにする。

・パラ止めコイルはL，円の文字が上面になるように取付ける。

来・パラ止めコイルはプレートキャップにあらかじめ仮止めしておく。

¥ f* 

図3 プレートキャップへコイルを取り付ける方法

2.3 設置方法

TL-922の設置場所には，日光が直接あたらず，乾燥した風通し

のよい場所を選ぴ，背面，底面の温風スペースを十分にとってくだ

さい。特に背面と壁面のスベースは，ファンから熱風（50° ～ 70℃）

が出ますので，充分間隔（15cm以上）を得るようにしてください。

またセットは， 30kg以上の重量がありますので，設置台としては

振動とか地震等によりずり落ちたり，つぶれたりしないような．し

っかりとした台または机のご使用をおすすめします。

TL-922は，水平位置にてご使用ください。セ y トを大きく傾け

て運用しますと，真空管の電極が引力により，高温時に歪を受け寿

命が短くなることがありますのでご注意ください。
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2.4 AC電源

リニアアンプの性能は，電源事情（電圧レギュレーション）に負

うところが多くあります。 AC電源は，十分電流余裕のあるライン

をご使用ください。

2. 4. I AC IOOV電源

TL-922を出荷状態でのAClOOVにて運用した場合， ACピー

ク電流は約20Aになります。これに80～ lOOW出力のエキサイタ

ー（送信機またはトランシーパー）の消費電流を 2～ 3Aとして加

えると，総合のACラインの電流容量は， 23A以上必要となります。

さらに電圧レギュレーションとか，プレート同調離調時の消費電流

増加を考慮に入れると，少なくとも 25A以上の電流容量のある AC

ラインを用意する必要があります。

例えば，家庭用の30AプレーカーによるACラインにて， リニア

アンプシステムおよびこれ以外にクーラーまたは電気ストープ等と

冷蔵庫を共用した場合には，各々の定格電流を合計したものが30A

以内であったとしても，各々の電源スイッチまたは，サーモス夕、ソ

トが入った瞬間に，ブレーカーが作動してしまうこともありますの

で，ご注意ください。

2. 4. 2 AC200V電源

AClOOV電源にて十分なる余裕が得られない場合には，ブレーカ

ーを増設すること以外にAC200V電源のご使用をおすすめします。

AC200Vを使用しますと必然的に消費電流が半分となり，室内配

線，セット内配線等による電圧降下が軽減し，総合的な電圧レギユ

レーションが良くなります。したがってAClOOV電源よりも効率の

良いリニアアンプ運用か寸子えます。

AC200Vラインの引き込みについては，お近くの電力会社または

その代理店業者にご相談ください。

2.4.3 ライン電圧

TL・922への供給電圧は，運用中においてIOOV± 5 %または200V

土 5%の範囲にてのご使用をおすすめします。最悪状態の場合でも

電源電圧の±10%以内にてご使用ください。

なお一般市販の少容量のスライドトランスを使用しますと， AC 

電庄の波形歪のため，電圧レギュレーションがより以上に悪化する

ことがありますのでスライドトランス使用の場合は容量に十分ご注

意ください。

2.5 電源電圧切り替え

TL 922は， lOOVAC電源でも，200VAC電源にでもご使用になれ

ます。 TL922は， lOOVにセットし出荷されています。

電庄を切り替える場合は，背面のナイラッチ2個をヲlいて，カバ

ーを取り外して行います。

100 V AC電源にて運用する場合には，背面プロワー用ダクト内
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にある，電源電圧切り替え端子板のショート端子が図4(A）の位置

に装着されていることを確認した後に，電源コードを背面の 3P電

源コネクターにしっかりと取付け， ACコンセントにプラグを差し

込んでください。

もしショート端子の位置が図4(A）と異なる場合には，必ずAC

プラグを抜き，下記のAC200Vへの電圧変更と同じ要領にて，端子

の付け換え作業を行ってください。

AC200V電源にて運用する場合には，背面ダクト内にある電源電

圧切り替え端子板のショート端子の位置を変更する必要があります。

図4(B）のように， 100V時に 3個あるショート端子は， 200V時は，

1個のみでよくなり， 2個あまりますから，空端子の 3,4に重ねて

ネジ止めしておいてください。

端子の位置変更を行う場合には，必ずACプラグをコンセントか

ら抜き，感、電の心配がないことを十分に確認した後行ってください。

変更のしかたは，ショート端子を止めているネジを⑪ドライパー

にて 1, 2凪ゆるめ，ショート端子上側の爪を持って上方に引き上

げて取り外します。この場合，ネジをきらに回し過ぎて（ 7～ 9回）

端子板から抜き取ってしまいますと，セット内にネジを落したり，ネ

ジの取り付けが面倒になることがありますので，ご注意ください。

ショート端子の位置変更が終りましたら，振動等でゆるんだり，

接触抵抗が増加することのないように，十分に締めつけてください。

この時ショート端子を取り外して，空き端子となったところのネジも

忘れずに締めつけておいてください。

全てのネジ止めが終ったならば，再度図4と相異ないか十分に確

露忍してください。

なお200Vを100Vに戻す場合には，上記の逆の作業を行ってくだ

きい。

(A) 

AC 100V B寺

あまったショー卜端子2枚を 3. 4番端子

にネジ止めしておきます。

( B) 

AC200VB寺

ごJ主意 ゆるめたネジは必ずしっかりしめfすけておいて下さい

図4 電源電圧切替端子板



電源プラグを200V用に変更する場合には，電源コード先端にネジ止

めきれている， 2PのACプラグを取り外し， 2Pまたは3Pの200V用

ACプラグを取り付けてください。 3Pプラグを使用してGND端子

が必要な場合には，コード内にある緑色の撚線をご使用くだきい。

なお，100V, 200 Vの切り替えを行っても，ヒューズの容量を変更

する必要はありません。（5.2項参照， 15頁）

2. 6 エキサイター

TL 922のエキサイターには， RF出力インピーダ、ンス500,

出力がsow以上得られる HF帯のSSB/CW送信機またはトランシ

ーノ〈ーをご用意ください。

エキサイターの最大出力が120W以上得られる場合には，オーバ

ードライブとなり，真空管の寿命を縮めたり，歪を発生することが

ありますので，パワー制限をするために，必ず外部ALC入力端子

を持っているエキサイターをご使用くだきい。

当宇土では，TS-940S,TS 930S, TS 440S, TS 430S, TS 830S, 

TS-680S, TS 140S, TS 530S, TS 180S, TS-130S, TS 120Sと

TS←820S, D, TS 520S, D, TS 900S, Dの出力BOW以上の機種が

TL 922に適合します。（1989年7月現在）

2. 7 アンテナ

アンテナの形状については，一般的なものが使用できますが，イ

ンピー夕、ンスが50～750であることの外に，以下の点にご注意くだ

さい。

許容入力電力 1 kW PEP以上のアンテナをご使用ください。

ビームアンテナ等で， トラップとかコイルが挿入きれているアン

テナの場合，入力電力がアンテナの規格を超過すると，それ等のコ

イルを焼いてしまう恐れがあります。

SWRの低いアンテナをご使用ください。

理想的には SWR 1. 5以下が望ましいのですが， SWRがあまり高

い（ 2～ 3以上）と， TL 922の同調がとれなかったり，定在波に

より同軸ケーブル等の絶縁物を溶解してしまうこともありますので

ご注意ください。

またアンテナ マッチングネットワーク（チューナー，カップ

ラー）等を使用しますと， TL-922が受ける影響は軽減できます。

しかし，この場合でもフィーダーに定在波が重った場合には，フ

ィーダーを焼損してしまう恐れもありますので，十分ご注意くださ

し、。

またミス7 ソチングによるフィーターからの電波の幅射は， TVI,

AMPI等の原凶にもなりますのでこ汁...::r：ください

〔ご注意〕

ご使用のエキサイタ－／＼＼力の大小，およびその他によリ， リニア

アンプの出力にバラツキを生じる場合があリます。もしも， リニア

アンプの出力が過大になる場合には司高圧電源電圧を下げることに

より，出力を低減させることが出来ます。

細部については，当社通信機サービス窓口に，お問い合わせください。

2. 8 接続

2. 8. 1 接地

感電防止， TVIおよびBCI防止のため，接地効果の良い地面を選

んで， TL-922の後面GND端子とエキサイターのGND端子にア

ース線を接続してください。アース線はできるだけ太いものを使い，

短く配線するのが効果的です。

2. 8. 2 ケーブルの接続

付属のケーブルでエキサイターと TL 922を図 6のように接続

します。

注 1. 他社のエキサイターを使用する場合は，コントロールケー

ブルのSP USプラグ恨I］を切断し，そのセットに合うコネ

クターに配線し直してください。 TL-922のALCは， ov※

から負の方向へ電圧が発生しますから，ヱキサイターは，

この方式でコントロールできることが必要です。

※A L C出力を外部へ接続しない場合には，無信号時正の電

圧が発生しますが，異常ではありません。

RLコントロール（スタンパイコントロール）は，送信時，シャ

ーシに接地きれる形式の回路を使用してくださしL この場合，流れ

る電流は約DC40mAです。（図 5参照）

注 2. アンテナ同軸ケーブルは， 5D 2V (500), 5C-2V,(75 

。）またはこれより太いものを使用してください。 (SD 

2V, 7C 2V等）

エキサイター TL・922

±二二？
リレ

円回路 /AL~ 

！／／， 図5

注 3 エキサイターとTL-922との聞にSw R計などを入れる場合

接続ケーブルの全長が1,7m以内になるようにしてご使用

< 1:ゴさい。

エキサイター， TS-930S

AO 
POWER 

TL-922 

黒
＝
一
赤

回己l
AOIOOV 

アスケーフル
RF OUTPUT 

注： TL-922のPOWERスイッチがOFFとなっていることを確認し
てから、 AOコードを接j品売してください。

図6 (A) 

エキサイター， TS-830S,TS-530S 

。？⑤ヨ…。

…OW
1
＠

E

一。

る
…
。
φ
v
t－

口
TL-922 

巳に」or図。。。
AOIOOV 

黒

赤

アースケーフル RF OUTPUT 

i主： TL922のPOWERスイッチがOFFとなっていることを確認し
てから、 AOコードを接続してください。

図6 ( B) 

エキサイター， TS-430S

アースケーブル

TL-922 

赤

RF OUTPUT 

注： TL922のPOWERスイッチがOFFとなっていることを確認し
てから、 AOコードを接続してください。

図6 ( C) 
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TL-922 ヱキサイター， TS680S,TS-140S 
TL-922 

岡山］
赤 黒

赤

T
ム一
T

フケス
AO LINE 

RF OUTPUT 

注： TL-922のPOWERスイッチ力、OFFとなっていることを確認し
てから、 AOコードを接続してください。

アースケーブル
RF OUTPUT 

注： TL-922のPOWERスイッチがOFFとなっていることを確認し
てから、 AOコードを接続してください。

図6 ( G) 図6 ( D) 

TL-922 

AO 
POWER 

黒

赤 AO LINE 

アースケーフル
RF OUTPUT 

注： TL-922のPOWERスイッテがOFFとなっていることを自聖認、し
てから、 AOコードを接続してください。

図6 (E) 

エキサイター， TS-440S TL-922 

黒
＝
一
赤

アースケーフル
RF OUTPUT 

注 TL-922のPOWERスイッチがOFFとなっていることを確認し
てから、 AOコードを接続してください。

図6 (F) 
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3 .各部の名称とその説明
3.1 前面パネル

I Pメーター

プレート電流を表示するメー

ターです。

マルチメーター

メータースイッチの切替えに

より、 IG（グリッ卜電流）、RF

(RF出力） HV（プレー卜電圧）

の3種類の表示を行ないます。

POWER（電源）スイッチ

TL-922の電源スイッチでーす。

MODE（モード）スイッチ

電波型式選択用スイッチで、

SSB、cwの2種類の切替えが
行ーなえます。 RTTYはcw仮ljで
ごイ吏用ください。

ON AIRインジケーター

ON AIR（送信）状態（リニアア

ンプ動作時）で点灯します。

STBYインジケーター

ST BY（受信）状態で点灯しま

す。

METERスイッチ

METERスイッチにより、マル

チメーターの指示を次のよう

に切り替えることができます。

IG：電力増幅管の全グリッド

電流を指示します。

RF：相対的な RF出力を指示

します。

HV：電力増幅管のプレート電

圧を指示します。

PLATEツ・マミ
プレート同調用ツマミです。

同調を容易にするため、減速

機構が入っています。

LOADツマミ
電力増幅管とアンテナを整合

させる、 πマッチ回路の負荷

調整用ツマミです。

BAND（バンド）スイッチ

I .8～29. 7MHzまでの全アマ

チュアバンドを 6ノ〈ンドで切

り替えております。運用周波

数に合わせてご使用ください。

LINEAR（リニア）スイッチ

リニアアンプの動作をコント

ロールするスイッチで、STBY

にするとリニアアンプは常に

ストレートスルー状態となり、

OPERATEにてエキサイターの

スタンバイスイッチに従った

動作をします。
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3.2 後面パネル

クーリンク、ファン

TL-922には、ク リンクJファ

ンが装着されており、電力増

幅管を効率よく冷却し、セッ

ト内部の温度上昇をおさえて

おります。熱風がでますので、

ニー注意ください。

ALC AD－.！ツマミ

ALC電圧詞整用ツマミです。

調整の際は、袋ナットを取り

タ十してください。

ALC OUTジャック

ALC出力用端子です。

RL CONTジャック

送受信切り替えリレーの制御

用端子です。

電源電圧切替部
内部に電源電圧切替用の端子

があります。カハ一両側の 2

つのナイラッチを引くとカハ

ーヵ、外れます。 （切替方法は

6頁を参照してください。）

RF INPUTコネクター

（エキサイター出力側）

RF入力用のM型コネクターで

す。接続ケ フルは付属のも

のをご｛吏用ください。

RF OUTPUTコネクター

（アンテナ側）

RF出力用のM型コネクターで

す。

GN D端子

TL-922のアース端子です。

RF VOLTツマミ

RFメ ターの振れを詞整する

ツマミです。調整の際は、袋

ナットを取りタトしてください。

FUSE（ヒューズ）

15Aのヒユースが入っておりま

す。切れた場合は、原因をよ

く確かめf二上で、付属のもの

とお取り替えください。

電源コード

GND線入の 3芯コードを使用

しています。



4. 運用方法
4. 1 プリチェック

購入後はじめて電源を入れる場合，および真空管を交換した場合

には， POWERスイッチをONする前に，必ず次のことを確認してく

fごきい。

(a.）真空管（3-5002) 2本は確実に装着されているかどうか。

2・2項「真空管の何l入」にある，作業後のチェックが完全にされ

ているかどうか，石在認してください。

(b.）ケースの上査，および内部シールド板の取り付けは完全か。

ケースの上蓋を取り外したままだったり，取り付けが不完全（マ

イクロスイッチが完全に押し付けられていない）ですと，高圧一次

側プロテクションが作動してプレート高圧電圧が出ません。また

ファンモーターも回転しません。

右倶lj （真空管側）の内部シールド板は，必ず取り付けておいてく

ださい。そうしませんと高圧回路がアース用の板ノ〈ネにて接地され

ていますので，このままPOWERスイッチをONとしますと高圧回路

がショートされ，一瞬にしてヒューズが切れてしまいます。したが

って内部シールド板の取り付けには，十分注意してください。

ケース上蓋，および内部シールド板の取り付け方法は， 2.2「真空

管の挿入」の項をご参照ください。

なおケース上蓋と内部シールド板は，内部放熱の面からも必要で

すのでコ TL 922を動作させる場合には，必ず取り付けてください。

(c.）電源電圧切替えは使用するACライン電圧に合っているかどうか。

2.5「電源電圧切替え」の項をご参照ください。

次にエキサイター，アンテナ，接地等を確認した後， TL 922の

POWERスイッチがOFFとなっていることを確かめたうえで，電源

ケープルをACコンセントに差し込んでください。

TL-922パネル面のスイッチおよびツマミを次のようにセットし

てく fごさい。

表 1

LINEARスイッチ STBY 

METERスイッチ HV 

MODEスイッチ cw 

PLATEツマミ 使用するバンドの中央位置

LOADツマミ 反時計方向最大

BANDスイッチ 使用するバンド

注） BANDスイッチは必ずエキサイターと同じBANDにてご使用〈

ださい。またBANDスイッチの切替えは確実に行ってください。

以上のようにセットしてから， POWERスイッチをONとします。

H Vメーターの指示は約2.1kVとなっています。 MODEスイッチを

SSBとしても，この指示値は変化しません。同時にファンモーター

が回転していることを確認します。

コントロールケーブルが接続されていることを確認し， LINEAR

スイッチをOPERATEにしますと，エキサイターのスタンノ〈イス

イソチに依り， リニアアンプはコントローノレ（送信世受信）される

ことになります。 MODEスイッチがcwで，送信状態の時， リニア

アンププレート電流 (IP）の無信号電流は，約lOOmA程度を示し，

MODEスイッチがSSBの時は，約200mA程度となります。

4. 2 cw運用

リニアアンプのMOD  Eスイッチを CW とします。エキサイ

ターを使用するバンドで最大出力となるように調整します。エ

キサイタ の，キャリアツ7 ミを最小にします。リニアアンプ

のLINEARスイッチをOPERATEにします。 リニアアンプのプレ

ートツ7 ミとロードツマミを表2の位置にセッテイングし，メータ

ーツ7 ミを RFにします。次にエキサイターのCARツマミを徐々に

増加させて，エキサイターの最大出力にてドライブします。次にプ

レートツマミを素早く回し，プレート電流のデイプをとり，ロード

ツマミにてRFメーターの振れを最大とします。このプレートとロ

ードツマミの操作を数回繰り返し，最大出力状態に調整します。こ

の時のIPが650mAを越えるようでしたら，背面のALCツ7 ミにて

エキサイター出力をさげてください。またグリッド電流IGは， 200

mA以下でご使用ください。もし200mAを越えている場合には， ALC

ツ7 ミによりエキサイター出力を下げてご使用ください。

以上の操作は，真空管の寿命の点からもできるだけ短時間で行っ

てください。
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表 2

ノて ン ド 周波数
LOAD 

（ツマミの位置）
（メーター） (MHz) cw SSB 

160 1.900 5 7 

80 
4.000 

40 
7.3 

20 
14.35 4.5 

15 
21. 4 

10 
29.7 

（注） 励振電力80～ 100W負荷インピーダンス50Q最大出力のとき

の参考値です。ただし励振電力とアンテナの状態によってこ

の衰の値と異なる場合があります。

ご注意 いずれのモードにおいても送信中BANDスイッチを切替え

ることは絶対に避けてください。

4. 3 SSB運用

リニアアンプのMODEスイッチをSSBとした後の， Ss Bモード

における向調のしかたは， CWモード時と同じですが，必ず一度エ

キサイター出力を下げた状態より向調操作を行って下きい。なお，

最大出力調整時のIPおよびIGはCW時よりも若干（10%位）多くな

ります。

次にSSBモードにおける直線性を良くするために，最大出力状態

となったLOADツマミをきらに0.5～ 1目盛， 時計方向に回した

後，プレートツ？ミにより RFメーターが最大の振れとなるように

再調整します。これは繰り返し行なわず， 1回のみ行えば，ピーク電

流時における歪を軽減することができます。

以上の操作によって， リニアアンプの直線性の最良の状態での運

用が可能となります。なお，通常の送話状態ではプレート電流の針

が， 350mAを越えない範囲でご使用くだきい。この程度のプレート

電流計の振れでも，尖頭値は十分にフルスイングきれます。

必要以上にオーバードライブしたり， ALCOFFにてのリニア運

用はグリッド損失が増加したり，送信時歪特性を悪化きせローカル

局への迷惑ともなりますので，必要かつ最適なドライブ電力で運用

きれるよう，充分心掛けてください。

なおALCの調整については，後の4.5「ALC」の項を参照してくだ

きい。
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4. 4 RTTY運用

エキサイターに， RTTY用の装置を接続し， RTTYでの運用が

可能な状態に，セッテイングしてください。次に， リニアアンプの

MODEスイッチはcwにします。 cwで最大出力となるように調整

してから，エキサイターをRTTY運用状態にして，ご使用ください。

RTTYでの運用は．連続10分間を越えない範閏でのご使用をおすす

めします。

4. 5 ALCの調整

TL-922のALC電圧は，出力約500Wから発生するように調整きれ

ています。従って外部ALC入力端子を持つエキサイターを使用する

場合には，後面のALCADJツマミを調整する必要はありません。

もし誤ってALCADJツ？ミを回してしまったり，上記と異なる

AL  C感度を持つエキサイターを使用する場合には，以下の要領に

てALCADJツ7 ミを調整して下きい。

まず正規の接続として（図6参照），ALCADJツ？ミをパネル側

から見て時計方向最大に回し切っておき，エキサイターのキャリヤ

レベルを除々に増加させ，各部最適調整状態にて出力約550Wを得ま

す。

この状態て＼後面のALCADJツマミを回して出力を500Wに調整

します。なおこの時のプレート電流は500皿A付近となります。

もし使用するエキサイターのAL C感度が低〈，プレートおよぴ

グリット電流を適切に制限できない場合においても，必ずプレート

電流は650mA以下．グリッド電流は200mA以下にてご使用ください。

どちらか一方でもこの値を越えて使用しますと，オーバードライ

ブとなり，歪を多〈発生したり，真空管の寿命を短くする場合があ

りますのでご注意ください。

4. 6 RFメーターの調整

RFメーターの振れは，使用するアンテナのインピーダンスによ

って変わります。 MODEスイッチを SSBとし，ご自分で使用きれ

るアマチュアバンドで最大出力時， RFメーターの振れが目盛

“7”となるように，後面のRF VOLTツマミをセットします。

4. 7 高圧トランスプロテクション

TL-922の高圧トランスには，異常な温度上昇を検知し，高圧ト

ランスの焼損を未然に防止するための，サーマルスイッチによる温

度プロテクション回路が内蔵きれています。

通常運用状態では，このプロテクションは作動しませんカ勺 30分

以上の連続フルパワー送信時とか，高室温における連続運用時など

の場合，高圧トランス内部の温度が145℃以上になった時に，このプ

ロテクションが作動し， TL 922を強制的にSTBY状態にします。



（この時は， LINEARスイソチ，エキサイターのSTBYスイッチに

関係なし TL-922のスタンパイリレーは動作しません。）

TL-922がこの状態になった場合は，定格をオーバーした連続運

用が考えられますので， POWERスイソチをONにしたまま，しばら

くセットを冷却してくださし、。この期間アンテナ回路は，ストレー

トスルーの状態ですから，エキサイターのみの運用は可能です。

15分程度の冷却でこのプロテクションは復帰しますので，その後

は運用デューティーを下げてご使用ください。

4. 8 TL-922の持ち運び

TL-922は， 31 kgの重量がありますので，持ち運ぶ場合には，サ

イドエスカッションに付いている，取手をお持ちください。

また持ち運ぶ時，横に引きずったり，机などに強〈落すとプラス

チックの脚が破損する場合がありますので，できる限りセットには

無理な力が加わらぬようお取り扱いくだきい。

自動車などに載せて運ぶ場合には．ご購入時のダンボールに梱包

して輸送きれることをおすすめします。

いずれの場合においても，振動を受ける恐れのある場合には，必

す真空管はセットより抜き取り，正規の真空管ダンボールに入れて

給送してください。

4.9 電波障害についてのご注意

4.1～4. 9により TL 922の運用方法を説明いたしましたが，運

用にあたり次のことにご留意きれ快適な運用をお楽しみください。

最近アマチュア局の運用，特に都会地の人家密集地帯等での運用

が，時としてテレビ，ラジオやステレオ等に対する電波障害を生じ，

社会的問題となる場合が見受けられます。エキサイターのみの使用

ですでに十分な対策がされている場合でも特にリニアアンプを使用

すると，相対的に基本波および高調波が増大しますので，エキサイ

ターのみで運用では出なかった電波障害が新たに発生する可能性も

ありますので注意を要します。もちろんア7 チュア局側に全ての責

任がある訳ではなし機器メーカーといたしましでもスプリアス等

の不要輔射の発射を極力減らし，質の良い電波の発射ができるよう

念入りに調整，検査を行って出荷しております。もし運用中，上

記の電波障害を生じた場合には，次の事項にこ注意を願って対処き

れ，正しく楽しい運用をきれるようお願いいたします。

① ア7 チュア局は， リニアアンプ使用の有無にかかわらず自局の

発射する電波がテレビ，ラジオやステレオ等の受信や再生に障害

を与えたり，障害を受けている旨の連絡を受けた場合には．電波

法令（運用規則258条）に従つで直ちに電波の発射を中止し障害の

程度，有無を確認してくだきい。

② 障害が自局の電波によるものであると確認された場合には， リ

ニアアンプ動作による高調波スプリアス障害か，主圭本波障害か，

電源恨lj混入か．輯射（放射）障害か等，送信側の調査と受信側の

妨害程度，症状，機器内容等を調査し，原因の解明と障害対策上

のデータを得ることにまず努力します。

原因の見極めをつけた状態で対策をとる訳ですが，原因が送信側

にあると考えられる場合，症状によって．実施する手段を変ってき

ます。例えば高周波妨害対策として当社の LPF（低域フィルタ ） 

LF-30を設置したり， ACラインへの高周波のリーケージをでき

るだけおきえるために，送信機の接地を完全にすること等です。一

般的にリニアとアンテナの7 ッチングを完全に取り．不具合なアン

テナを使用しないことがポイントでもあります。

以上の他，送信機が明らかな異状動作（例えば発振等）をしてい

る場合，寄生振動や高調波スプリアスの輯射が増え，送信機からの

障害も増えますので，このような場合には，最寄りの当社通信機サ

ービス窓口に，修理，調整を申しつけられますようお願いいたしま

す。

受信側での原因による障害は，その対策は単に技術的な問題に止

まらず，近所での交際上も仲々難かしい場合が見受けられます。混

信障害の原因が基本波による場合，受信アンテナをはずして障害の

無くなる場合には，受信側アンテナ端子にHPF（高域フィルター）

を取付けることによっても防止できる場合もあります。

JARL （日本ア7 チュア無線連盟）では，アマチュア局側の申し

出により，その対策と障害防止の相談を受けておりますので， JAR

Lの監査指導委員またはJARL事務局に申し出られると良い結果が

得られるものと思います。また， JARLではアマチュア局の電波障

害対策の手引として「TVI・ステレオ I対策ノート」を有料で配布

しておりますから， JARL事務局に申し込まれると良いと思います。

日本アマチュア無線連盟（JARL)

干 170東京都豊島区巣鴨 1-14-2 

電話番号（03)947-8221 

(1989年7月現在）
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衰 3. 日本におけるVHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範囲 映像周波数 音声周波数

1 ch 90～ 96MHz 91. 25 MHz 95. 75MHz 

2ch 96～ 102 " 97.25 " 101. 75 " 

3ch 102～ 108 " 103. 25 " 107. 75 " 

4ch 170～ 176 " 171. 25 " 175. 75 " 

5ch 176～ 182 " 177.25 " 181. 75 " 

6ch 182～ 188 " 183.25 " 187. 75 " 

7 ch 188～ 194 " 189.25 " 193. 75 " 

8ch 192～ 198 " 193. 25 " 197.75 " 

9ch 198～ 204 " 199.25 " 203. 75 " 

!Och 204-210 " 205. 25 " 209. 75 " 

11 ch 210～216 " 211.25 " 215. 75 " 

12ch 216～ 222 " 217.25 " 221. 75 " 

衰 4. 日本における UH Fテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範［叫 チャンネル 周波数範l明

13ch 470-476MHz 38ch 620～626MHz 

14ch 476～482 ’F 39ch 626-632 " 

15ch 482～488 " 40ch 632～638 " 

16ch 488～494 " 41 ch 638-644 " 

17 ch 494～500 " 42ch 644-650 " 

18ch 500～506 " 43ch 650～656 " 

19ch 506-512 " 44ch 656-662 " 

20ch 512-518 " 45ch 662～668 ” 

2lch 518-524 " 46ch 668-674 ” 

22ch 524-530 " 47 ch 674-680 " 

23ch 530-536 " 48ch 680～686 " 

24ch 536-542 " 49ch 686～692 " 

25ch 542-548 II 50ch 692-698 " 

26ch 548-554 II 5lch 698-704 " 

27 ch 554～560 " 52ch 704-710 " 

28ch 560～566 " 53ch 710-716 " 

29ch 566～572 " 54ch 716-722 " 

30ch 572～578 " 55ch 722-728 " 

3lch 578-584 " 56ch 728-734 " 

32ch 584-590 " 57 ch 734--740 II 

33ch 590-596 II 58ch 740～746 II 

34ch 596-602 " 59ch 746～752 " 

35ch 602-608 " 60ch 752-758 " 

36ch 608-614 " 6lch 758～764 II 

37 ch 614-620 " 62ch 764-770 II 
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5 .回路説明
5. 1 直線電力増幅部

EIMAC社のHi一μゼロバイアス三極管， 3-500Zを2本使用し

たグリッド接地型増幅器です。この増幅器には，次のような特長が

あります。

(1) 回路自体のNF効果により混変調歪が少ない。

(2）入力，出力回路間でグリッドが接地きれるため，中和コンデ

ンサを特に必要としない。

(3）低入力インピーダンスのため， IG特性は非直線性による歪が

少ないので，カソード接地におけるスワンピング抵抗を必要と

しない。

(4）出力容量が少なし高い周波数帯での動作に対して有利であ

る。

(5）励振電力を多〈必要とするが，大部分は出力側に加算される

ため，無駄にならない。

図 7は，増幅部の回路です。

L 9 -14, C;n 1, C;n2で入力整合回路を構成し，エキサイター

からの出力を能率よく真空管に送り込むための，インピーダンス

整合を行っています。真空管フィラメントは中点タップ付トランス

による三線式点灯回路を使い，回路電流を通常の半分とし，配線に

よる電圧降下を防いでいます。

L20, L3はチョークコイルで，フィラメント回路とフィラメント

トランスを高周波的に分離しています。真空管の動作点を決めるパ

OI OI 10 

L9～14 

L3 

エキサイター

図7

イアス電圧は，ツェナーダイオードD2の両端に発生する電圧を使

用します。このダイオードには， 2本の真空管の全電流（フィラメ

ント電流を除〈）が流れるため，大容量のものが使われています。

グリッドはL7,L8で直流的に接地されています。

またC28～C33によって高周波的に接地されています。

VCl. L4, L5, VC2でπ型の整合回路を構成し50～750負荷と

プレートインピーダンスを整合させます。

スタンパイは，フィラメント回路へ約lOOVの正電圧を加えること

により行っています。

5. 2 電源部

プレート電源は，大容量ながら小形化された専用のトランスTl

を使用し耐圧800Vの高圧整流ダイオード14本と， 500V耐圧の200μF

のケミコン8本を使用した倍電圧整流回路が使われています。

信頼性向上のためタ・イオードの取付にはプリント基板が使われ，

ケミコンはプラスチックのスベーサーによって保持きれています。

フィラメント電源， リレー電源（真空管カットオフバイアス電源

と共用），パイロット用電源はトランスT2から供給きれます。

電源トランスの一次側巻線は， Tl, T2ともに2巻線形となってお

り，各々の回路にヒューズが挿入されていますので， ACライン電

圧切換を行ってもヒューズの容量を変更する必要はありません。

（図8参照）

C34 L4 LS ANT 干。

VC2 

LI 

HV 

~ 

高庄＠相1)

サ胃
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5.3 ファンモーター遅延停止回路

POWERスイッチを切った後でもしばらくの間，ファンが回転し

続け，真空管を冷却する機能を持った回路で，パイメタルを応用し

たサーマルリレーを利用しています。

図9は，この原理図です。 POWERスイッチOFFの状態では，リ

レーRLl，サーマルリレー DL1，いずれも動作せずファンは回転

しません。次にPOWERスイッチをONとすると同時にRLlが動作

し，ファンが回転します。この時， DL1（発熱体）にも電圧が加わり

ますが，熱慣性のため約60秒後に接点， DL1 1が閉じます。 PO

WERスイッチをOFFとすると， RLlも動作しなくなり，接点RL

1-1. 1 2も，もとの位置にもどりますが，サーマリレーの接点，

DLl-1が閉じていますので，ファンは回転し続けます。この接点は

熱慣性のため約140秒後に聞きます。接点が聞きますと， 回転して

いたファンは停止します。

5.4 メータ一回路

プレート電流，グリッド電流は，それぞれ別々のメーターで読み

とることが出来ます。図10は，メータ一回路です。プレート電流が

10に流れる時の電圧をIPメーターで読みとります。 1.5k.Oは，メ

ーターの感度調整用抵抗です。

グリッド電流は，同様に0.680両端の電圧をマルチメーターで読

みとります。

このマルチメーターはIG以外にRF出力を整流したRF相対出力値

と，プレート電源電圧を読み取ることができます。

プレート電源電圧読み取りのための分圧抵抗には，特別に高圧用の

5%精度の抵抗を 3本直列に使用していますので，精度の高い電圧

値読み取りができます。
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AC100Vの場合

15Aヒューズ： S1ー1

一ー一一ーーーーーーーー・・・ー
20A 

AC 100V 

20A ［ 
15Aヒューズ S1-2 

AC200Vの場合
15Aヒューズ S1-1 

10A 

AC 200V 

10A ［ 
15Aヒユース’

図 8A C電圧切替時の卜ランス一次側電流

※電源電圧IOOV時ショー卜する

メーターユニット（X 54-1300-01) 
「一一一一一一一一一一一一一一寸

FA1, 
ここと I I 
Ac1: JRLH,1-2 I 

,-0 。。←一「 i
※ R2-4 

RL 1 

AC2 DL1-1 

DL 1 

100V し 」
RL1 RL2 

Power SW 

ON 

AC 100V 

図 9



5.5 スパーク吸収回路

リニアアンプ内のアンテナリレーは，大型リレーのため，他のリ

レーに較べて一般的に動作が遅くなります。

したがって， vox使用時などにおいて一瞬，アンテナ回路がオー

プンのままリニアアンプが動作してしまい，出力回路のQが高くな

り，プレートバリコンに異常高圧が発生してしまいます。

この異常高圧によりプレートバリコンがスパークしてしまうこと

がありますが， TL-922ではこの事故を防止するために，アンテナリ

レーの端点聞に異常高圧を吸収するための放電ギャップ素子を挿入

して．異常高圧の発生を未然に防止しています。

従ってスタンパイ時，放電ギャップ素子が時により放電すること

がありますが．異常ではありません。

圧

卜

任

電
一

i
！
｜
｜
源
レ
｜
l
；

ー

電

プ

ー

プレート電流

図10
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6. 保守
TL-922には，非常に高い電圧が使用されております。保守のた

め，ケース上蓋，底板などを取り外す際は必ず， ACプラグを抜き，

HVメーターの指示が“0”となっていることを確認してから行っ

て下さい。

6. 1 セット内部の清掃

ファンにより，外気をTL-922の底面および両側面から吸入して

います。底板の風穴，両サイドエスカッションのスリット部分，お

よぴ3 500Zのガラス面，ソケット付近等空気の流れる部分にホコ

リが付着しますから 3ヶ月に一度ぐらいの割合で，電気掃除機を使

用してホコリを清掃してください。

また同時に高圧部分にもホコリが付着しますので，高圧整流ダイ

オード，ケミコン周辺，およびプレートバリコン，ロードバリコン

の羽根も清掃することによって，スパーク事故を未然に防止するこ

とができます。

6.2 ヒューズの交換

電源ヒューズは， TL-922の後面にあります。

ヒューズが切れセットが動作しない場合は，ヒューズの切れた原

因をよく確かめてから交換してください。

交換は，付属の15Aヒューズを使用して下さい。

IOOV運用， 200V運用，いずれの場合も， 15Aを使用します。

ヒューズを交換する場合は必ず， ACプラグを抜いて下さい。

6. 3 真空管の交換

図 1のように，ケース上蓋，および内部シールド板をはずしてく

ださい。この場合，内部シールド板をはずすことにより，高圧は接

地きれますが，念のためプラスチックの柄のついた金属ドライパー

で，真空管プレートを，シャーシに接地して，高圧が残っていない

ことを確認してから，作業を始めてください。

はじめに，プレートキャップとパラ止めコイルを取りはずします。

真空管は，静かに上方に引き抜いてください。引き抜くときは，左

右に大きく動かさないようにしてくだきい。ピンとガラスの問にク

ラックが入札真空管を不良にする恐れがあります。

真空管を挿入する場合は，ピンの方向をよく確認し，挿入してく

ださい。いずれの場合も，真空管を持っときは，プレートの金属キ

ャップを持たず，外周のガラス部分を持つようにしてください。

次に「2.2真空管の挿入」の項で説明した，要領でプレートキャ

ップ，パラ止めコイルをネジ止めし，内部シールド板，ケース上蓋

を取り付けてください。
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6.4 真空管の購入方法

米国アイマック社の3-5002は，下記にて販売しております。

東京都中央区日本橋大伝馬町2丁目 1番地1

丸文株式会社 電子第一部

(1989年7月現在）

6.5 入力整合回路

入力整合回路のコアーは，完全調整済であり，またブロードな特

性のため調整の必要はありません。また付近には，高圧の高周波お

よぴ直流電圧が印加されており，非常に危険ですので，もし不具合

の場合は当社の通信機サービス窓口にお任せくだきいますようお願

いします。

6.6 アフターサービスの依頼方法

商品に万一不具合な点があったり，故障が生じました場合．下記

の注意事項を守り，最寄りの当社通信機販売店または保証書裏面記

載の当社通信機サービス窓口へお申しつけください。

1. 本体を運搬する場合は，必ず真空管3-500 Zを取り外してく

ださい。また真空管はアイマック社指定の包装箱を使用し運搬

してください。 4頁“真空管の挿入”を参照の上，逆の手順で

抜いてください。

2. 保証書は，本体用保証書一部と真空管用保証書二部（真空管

一本毎に一部）が入っておりますので，必要事項記入の上，各

々保証書と共にご持参願います。



7 . トラブルシューティング

症 オ犬 原 因 処 置

1.出力カず出ない。

①リレーが動作しない。 a）コントロールケープルがはずれている。 ｜差込みを完全にする。

b）長時間送信による温度上昇のため，電源 11令却のため15分間程度スタンパイ状態にし

部サーマルプロテクターが動作している。 ｜ておく。

②リレーは動作する。

c)LINEARスイッチカずSTBYとなっている。｜スイッチをOPERATEにする。

d）コントロールケーブル（ALCコード， ｜接続を正しく行う。

R Lコード）が互いに逆に接続されてい

る。

a）エキサイターのRFメーターが振り切｜付属同軸コードの接続不良。 接続を完全にする。

れる。

b)HVメーターが振れずIPも流れない。｜ケース上蓋が完全に取り付けられていな｜上蓋を取り付け直す。

ファンも回転しない。 ｜いためインターロックスイッチが押されて

いない。

c) I Pは流れるがRFメーターが振り切｜アンテナの同軸ケーブルがはずれている。 ｜接続を完全にする。

れる。

d) I Pが全く変化しない。

2.出力が少ない。

RF INPUTとRFOUTPUTの同軸コネク｜同軸コネクターの接続を直す。

ターの接続が逆になっている。

①プレート電流山ず400mA以上流れない。 Ia）エキサイターの出力不足
（但し， 28MHz帯を除〈）

・エキサイターを再調整する。

b）セット後面のAL Cツマミの調整不適当｜・セット後面にあるALCVRを再調整する。

c）エキサイターと TL 922のBANDスイッ｜・ BANDを合わする。

チの位置が異っている。

②最大ドライブ時，プレート電圧HVが， IA Cライン電圧の低下。 A Cラインの電圧レギュレーションを改善

1500V以下になる。 ｜ ｜する。（本文2.4現 6頁参照）

3. R Fメーターの振れが少なすぎたり，振｜セット後面のRFツマミの調整が不適当。 IR Fツマミをまわし，メーターの振れを目

り切ってしまう。 ｜ ｜盛7程度に合わせる。

4.スイッチを入れると瞬間にヒューズがと｜内部シールド板が取りつけてないため，イ｜内部シールド板を取り付け，ヒューズを交

、－－A、。 ンターロックスイッチが動作し，高圧回路｜換する。

がショートされている。

5.高圧トランスの上部ケースが熱くなる。 ｜後面ダクト面にある電源電圧切替用部のカ｜電源電圧切替用部のカバーを完全に取り付

ノぐーがはずれている。 ti一る。
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8. その他
真空管（3-5002）についてのご注意

保証内容

真空管は，本体と別保証になっています。真空管の保証について

はTL922（真空管）を購入した日より 3ヶ月間に発生した，正常動作，

取扱中における真空管不良（構造的不良を除く）に対して無償保証

きせていただきます。したがって，真空管ダンボール内にある真空

管保証書に必要事項をご記入，捺印の上，もよりの当社サービスセ

ンター・営業所まで不良の真空管と共にお持ち下さい。

この外，保証についての詳細は真空管保証書をご参照くださ」、。

巨~
真空管保証期間内の不良については，ご購入より不良に至るまで

のフィラメント点灯時間の累計を真空管保証書に記入願います。

取扱上の注意

TL-922では，米国アイマック社の真空管が採用きれています。

この真空管は高電圧，高真空の状態で使用きれていますので，本機

を取扱う時は，以下の注意を良く理解きれた上ニー使用になるよう，

お願し、致します。ここに参考として，米国アイマック社発行の注意

書を抜粋しますのでご参照ください。

! 

「送信管取扱上のご注意」 つけて下きい。また， ドアを聞けたときには，高圧コンデンサを放き

この説明は，送信管を使用するに当って使用者及び送信管の双方

の安全のために必要な事項を述べたものです。

この送信管は，この品種の個別カタログ，本説明書および送信管

製造会社と安全所管官庁の発行する指導書に則って使用して下さい。

。注意一一送信管を使用するとき人体に危険があり得ることを忘れ

ないで下さい。

大小如何なる送信管を取り扱い動作させるときにも次のような危

険が伴うことがあります。

1.高電圧：送信管の通常の動作電圧でも人間を死に至らしめる

ことがあります。

2.高周波の幅射：人聞の細胞組織は高周波エネルギーを吸収す

ると加熱きれますが，特に眼のように敏感な個所では急激な細

胞破壊を起します。高周波エネルギーを人体に浴びた結果，大

火傷を負ったり，失明したり甚だしい場合は死に至ることも起

り得ます。

3. ガラスの破損：多くの送信管はガラスの真空容器で出来てい

ます。このヵーラスが破損すると爆縮を起し，ガラスは破片とな

って爆発的に飛散します。ヵ・ラス製の送信管はガラスを傷つけ

ないよう注意して取扱って下きい。

・以下に説明することを充分にご理解の上この送信管をご使用下さ

い。この送信管の製造会社はこの送信管の使用によって生じた負

傷や損害の補償の責任を負いません。

I.高電圧

送信管の使用電圧は品種により200～300ボルトから50,000ボルト

以上にも達します。

この電圧は人間を充分死に歪らしめるものですから，誰も高電圧

に触れることのないように機器を設計して下さい。全ての機器には，

高圧回路およひや高圧端子に安全カバーをつけるとともに， ドアを開

けたときには，電源入力団路が切断されるようなドア，スイッチを
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電させるのに必要な付属品をつけて下さい。機器を操作するときド

アをあけたままで動作させ得るようドア，スイッチを短絡したり，

その機能を無視するようなことはしないで下さい。

…・・高圧は死につながることを忘れないように・

2.高周波の輯射（300MHz以下）

比較的低い周波数の場合でも強い高周波電界に人体を露出するこ

とは避けて下さい。

人体の細胞組織の高周波の吸収度は周波数により変わりますが．

30MHz以下では大部分の高周波エネルギーは，人体を貫通し人体に

よる減衰或は人体への加熱効果は微々たるものです。しかし，此の

ような周波数においですら人体に有害ではないかということを或る

公衆衛生監督官庁では懸念しております。ある商用の誘電加熱装置

は実際に13乃至27MHzの周波数で使用しています。

多くの送信管は高周波電力の発生ならびに増幅用に設計きれてお

り送信管自体およびその周辺回路の付近には可成り強い高周波電界

が存在します。（取扱う電力が大きい程，また大型の送信管ほど高周

波電界は強くなります。）

しかし，機器に適当な遮蔽を設けたり，負荷に対する高周波エネ

ルギーの結合度の効率をあげることにより，高周波電力増幅器本体

の周辺における高周波電界を最小にすることが出来ます。

3. ガラスの破損

送信管の内部は非常な高真空になっていますが，品種によっては壱

ガラスの真空容器を用いています。

ガラス製の送信管を取扱うときは，ガラスはこわれやすいもので

あり，いつ偶発的にこわれるかもしれないということを念頭におい

て行って下きい。万ーガラスか積損したときは，ガラスの破片が飛

散しますが，大形の送信管ほど破損による危険度が増大します。そ

ーのような送信管を扱うときは，安全メガネ（顔を全部覆うものがあ；

I れば更によい）。厚地の服，皮製手袋等が危険予防に有効です。
' 呈
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内部部品配置図

(X54-1300 01) 
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TL-922定格

周 波数 範 囲 1. 9MHz帯から28MHz帯のア？チュア・バンド

励振電力 sow

電波型式及び

デューテイサイクル

定格プレート入力

プレート電圧

回 路 方 式

一次混変調歪

有て 要 車ij 射

入力インピーダンス

出力インピーダンス

冷却方式

SSB 音声連続 30分間

CW  RTTY キーダウン連続10分間

1000W DC 

1700V 

AB2級格子接地型直線増幅器

30dB以下

50dB以下

500 不平衡（SWRl.5以下）

500～ 750 不平衡

四極モーター使用ラジエーショ

ン方式

インターロック機能 一次高圧一次側回路遮断

二次高庄二次側回路接地

アフターサービスのお問い合わせは、
購入店または最寄りの当社サービスセンター
営業所をご利用ください。
商品に聞するその他のお問い合わせは、
お害様相談室をご利用ください。

ファンモーター遅延停止時間 140秒士30秒

使 用 真 空 管 EIMAC 3 500Z×2 

半 導 体 ダイオード 18本

ツェナーダイオード 1本

電 源 100V 20A 50 / 60Hz 

200V lOA ，， 

（但し SSB最大入力時）

f寸 属 コ ド 同軸コード（5D-2V,M型接栓付） 1.5m 

コントロール・ケーブル 1.5m ( 2本）

外形寸法（mm) 幅390(390）×高き190(205）×奥行407(430)
（ ）内は突起物を含む最大す法。

重 量 31kg （梱包時 38kg) 

．定格は，技術開発などに伴い変更になる場合があります。

KEN~OOD 
株式会社ケyウッド
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